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友だちが1000人規模に拡大。４年生の時にはサー
クル活動を引退し、男性のファッション団体を立ち
上げるなど精力的に活動した。
　５年生の時には周囲の学生と同じように就職活動
をした。ＭＲが第一志望だったが、インターンに出
向いた製薬企業で感じた、ただ指示に従うだけとい
う仕事のスタイルが合わず断念。他の企業でも忠誠
心のみを問う面接スタイルに違和感を感じた。
　「入りたい会社がなかった。それなら自分で会社
を作りたいと思った」。６年生の春に反対する親を
説き伏せて休学に踏み切り東京へ。起業家のシェア
ハウスに住んで仲間と交流しつつ、有給インターン
で働きながら起業のスキルを修得した。
　翌年、ヒッチハイクで東京から大阪へ帰る道中、
男性ドライバーに襲われ首を絞められる事件が起こ
った。抵抗し何とか脱出できたが、死を間近に実感
した。
　「首を絞められながら、走馬燈のようにこれまで
の人生が脳裏に浮かんだ。いじめを見返すために人

生を注いでいたこ
とや、それは楽し
いものではなかっ
たことに気づい
た。命が助かれば、
もっと自分が好き
なことやワクワク
することをしよう
という気持ちにな
った」
　ワクワクするこ
とを突き詰めた結
果、「自分は新し
いことが生まれる
瞬間が好き。これ
を事業化したいと
考えた」。新たな
製品やサービスの
マーケティングなどに関わる会社として17年７月
にＮＥＷＲＯＮ株式会社を立ち上げた。

　今年１月から開始したのが「旅する薬剤師」事業
だ。薬剤師を確保したい地方の薬局と、旅をするよ
うに全国各地に短期間出向いて働きたい薬剤師を結
びつける事業で、このアイデアは日本海ガス絆ホー
ルディングスが４月に実施した「北陸ビジネスプラ
ンコンテスト」で優勝を果たした。
　同社は、薬剤師を確保したい地方の薬局の求人内
容を、登録薬剤師にＬＩＮＥで通知。薬局は、それ
を見て応募してきた薬剤師の履歴書を確認したり、
オンラインで面談したりして採用の可否を決定し、
雇用契約や業務委託契約を結ぶ。
　マッチングが成立した薬局から毎月得るサービス
利用料で事業費用をまかなう。お試し期間中の現在
は利用料を下げており、薬局は１店舗あたり月額５
万円を払うだけで済む。派遣薬剤師では行えない事
前面談を実施できることや、安価な費用で薬剤師を
確保できることが特徴だ。
　この事業を考案したきっかけは、地方自治体の依

頼を受け町おこしに関わる機会が増えたこと。薬剤
師の観点から地方に人を呼び込むことに貢献できな
いかと考え、事業化した。短期間でも住んでもらう
ことで、将来の地方移住先の候補として認識しても
らえるという。
　この事業は、薬剤師の新たな働き方の創出にも
つながる。西井さんは「私自身、同じ場所で同じ
ことをし続けるのはすごく窮屈。薬剤師が楽しく
ワクワクしながら働ける場を作りたいと考えた」と
話す。
　事業立ち上げ後これまでに120人以上の登録薬剤
師を確保。富山、長崎、福井の３県の薬局から求人
募集を受けている。西井さんを含め６人の薬剤師が
協力して事業拡充に取り組んでおり、事業が軌道に
乗れば別会社を立ち上げる計画。登録薬剤師数を
500人以上に増やし、１年間で40社と契約するの
が目標だ。

　このほか約２年前から、薬学の研究成果などをも
とに美味しくて健康的な食品を開発するヘルシーラ
ボ事業を展開している。
　近畿大学薬学部の研究で、メープルシロップに含

まれるオリゴ糖の一種が砂糖の吸収を抑えること
が示されたことを受け、食品開発に着手。町おこ
しの依頼を受けた奈良県宇陀市で栽培された菊芋を
使い、砂糖代わりにメープルシロップを用いた菊芋

「旅する薬剤師」事業を手がける薬剤師の
メンバー（中央が西井さん）

薬剤師を地方にマッチング
移住促進、新たな働き方にも

ゼロからイチを生み、社会を楽しく

フロランタンを開発した。
　百貨店等で短期間販売してアピールに努めるほ
か、ウェブサイトで注文を受けている。購入申込
者が一定数を超えればメーカーに製造を依頼する
受注生産方式を導入し、事業のリスクを抑えてい
る。
　「以前から健康と食に関する事業をやりたいと考
えていた。非常勤講師を担当する大学でソーシャ
ルビジネスを教えているが、自らも実践すること
で、その学びを生徒に伝えたかった。生活習慣病の
増加という社会課題の解決に目をつけた」と振り
返る。
　薬学生時代に立ち上げた会社は今年で５年目を迎
えた。各事業に応じて外部人材を業務委託等で活用
し、会社のスタッフは西井さん１人という身軽な組
織形態にしているため、運営は順調で借金もない。
　ただ、「会社がどれだけの価値を社会に与えてい
るかという指標は売上の大きさ。その意味で言うと
不十分。30代が視野に入る中、力不足を実感する
ことも多く、焦っている」と話す。
　将来なりたいのはシリアルアントレプレナー。新
たな事業を次々に立ち上げ、連続して成功させる起
業家だ。具体化はこれからだが、美容や健康に関す
る事業や、楽しく生き生きと働けるように支援する
事業、自分自身を好きになれるように支える事業な
どを頭に描いている。
　起業家として実績や経験を積み、そこで得たノウ
ハウを起業家志望の若者たちに伝える活動にも力を
入れたいという。「ゼロからイチを新しく生み出す
ことで社会を楽しくしたい。自分自身もそれを実践
していくし、他の人もそれをできるような環境を作
っていきたい」と語る。
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